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会社分割（簡易吸収分割）による事業の承継に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 28 年６月 17 日開催の取締役会において、平成 28 年８月１日を効力発生日として、会

社分割の方法により、株式会社アドホック（以下、「アドホック」という）の①コンピューターシステ

ムの企画・設計・開発・運営・保守、②コンピューターソフトウェアーの企画・設計・開発・運営・保

守、③コンピューターハードウェアーの企画・設計・開発・運営・保守、④デジタルコンテンツの企画・

制作・保守、⑤情報通信機器の販売・保守、⑥労働者派遣事業、⑦これらに附帯又は関連する一切の事

業を承継することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．会社分割の目的 

  当社グループは、音声認識・機械翻訳関連技術の開発及び商品・サービスの提供を行っており、ま

た今期の重点戦略として、中華圏旅行者向けプロモーションや翻訳及び顧客管理システムなど、当社

グループの商材を組み合わせ、インバウンドソリューションビジネスとして、拡大するインバウンド

市場に向けて積極的な営業活動を展開しております。 

アドホックは、展示会向けシステム開発などの受託事業と、自社商品として多言語対応の観光用自

動ガイドシステムやペン型音声案内デバイスを開発・製造・販売する名古屋に本社を置く会社であり

ます。 

アドホックが有する自社商品を当社グループのインバウンド向け商品ポートフォリオに加えるこ

とにより、当社グループが注力するインバウンド市場に対してより戦略的な商品構成の実現が可能と

なります。また中部地区での販路開拓にも有効であると判断し、当社は、会社分割により事業を承継

することを決定いたしました。 

 

 

 



２．会社分割の要旨 

 （１）会社分割の日程 

   吸収分割契約承認取締役会（アドホック） ：平成 28 年６月 17 日 

   吸収分割契約承認取締役会（当社） ：平成 28 年６月 17 日 

   吸収分割契約締結日 ：平成 28 年６月 17 日 

   実施予定日（効力発生日） ：平成 28 年８月１日（予定） 

    ※本分割は、当社においては会社法第796条第２項に規定する簡易吸収分割に該当するため、

株主総会の承認決議は経ずに行います。 

 

 （２）会社分割の方法 

    アドホックを分割会社とし、当社を承継会社とする吸収分割であります。 

 

 （３）会社分割に係る割当ての内容 

    当社は、本会社分割の暫定対価としてアドホックに金銭（114 百万円）を交付する予定です。 

 

 （４）会社分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

    該当事項はございません。 

 

 （５）会社分割により増減する資本金 

 本会社分割による当社の資本金の増減はありません。 

 

 （６）承継会社が承継する権利義務 

 本件事業に関する資産、負債及び契約上の地位等の権利義務のうち、吸収分割契約において定

めるものを承継します。 

 

 （７）債務履行の見込み 

本会社分割において、当社が負担すべき債務の履行の見込みに問題はないと判断しております。 

 

３．会社分割に係る割当ての内容の根拠等 

 （１）割当ての内容の根拠及び理由 

本会社分割により当社に承継される事業における財務の状況、資産及び負債の状況、将来の見

通し等を総合的に勘案し、両社間で真摯に協議を重ねた結果、上記の割当てを行うことで合意に

至ったものであります。 

なお、当社は、当社に承継される事業について、本割当て金額の妥当性を確認するためデュー

デリジェンス及び将来キャッシュフローの見積等を実施しました。その結果、対象事業の対価と

して交付される金銭の額は本割当て金額 114 百万円（暫定額）が妥当であるとして、最終的に交

付する金額を決定いたしました。 

 



 （２）算定に関する事項 

算定機関からの算定書は取得しておりません。 

 

 （３）上場廃止となる見込み及びその事由 

    該当事項はございません。 

 

 （４）公正性を担保するための措置 

    該当事項はございません。（フェアネス・オピニオンは取得しておりません。） 

 

 （５）利益相反を回避するための措置 

    該当事項はございません。 

 

４．会社分割の当事会社の概要 （平成 28 年３月 31 日現在） 

 承継会社 分割会社 

(１)商号 株式会社フュートレック 株式会社アドホック 

(２)本店所在地 大阪市淀川区西中島六丁目１番１号 愛知県名古屋市千種区今池五丁目１番５号 

(３)代表者の役職・

氏名 

代表取締役 藤木 英幸 代表取締役 藤井 則次 

(４)事業内容 音声認識技術を利用したサービスの

企画・提案及びそれを実現するための

システム設計 

システム開発、WEB・コンテンツ制作等の受

託事業 

自動ガイドシステム等の製造販売 

(５)資本金 716,570 千円 50,000 千円 

(６)設立年月日 平成 12 年４月 17 日 昭和 57 年 11 月 29 日 

(７)発行済株式数 9,459,200 株 1,000 株 

(８)決算期 ３月 31 日 ４月 30 日 

(９)従業員数 （単体）66名 

（平成 28 年３月 31 日現在） 

（単体）12名 

（平成 27 年４月 30 日現在） 

(10)主要取引先 株式会社ＮＴＴドコモ 株式会社電通テック 

(11)主要取引銀行 池田泉州銀行 岡崎信用金庫 

(12)大株主及び持株

比率 

藤木 英幸       21.45％ 

株式会社 NTT ドコモ    6.00％ 

藤井 則次      74.0% 

坪田 眞左子     26.0% 

(13)当事会社間の関係 

 資本関係 該当事項はございません。 

 人的関係 該当事項はございません。 

 取引関係 該当事項はございません。 

 関連当事者への

該当状況 

該当事項はございません。 



 

（単位：千円。特記しているものを除く。） 

５．承継する事業部門の概要 

 （１）承継する部門の事業内容 

①コンピューターシステムの企画・設計・開発・運営・保守 

②コンピューターソフトウェアーの企画・設計・開発・運営・保守 

③コンピューターハードウェアーの企画・設計・開発・運営・保守 

④デジタルコンテンツの企画・制作・保守 

⑤情報通信機器の販売・保守 

⑥労働者派遣事業 

⑦これらに附帯又は関連する一切の事業 

 

 （２）承継する部門の経営成績（平成 27 年４月期） 

 売上高 207,233 千円 

 

 （３）承継する資産、負債の項目及び金額 

 

 

 

  

承継する資産の金額は、吸収分割予定日の前日までの増減を加除したうえで確定されます。 

(14)最近３年間の経営成績及び財政状態 

 決算期 

株式会社フュートレック（連結） 株式会社アドホック（個別） 

平成2６年 

３月期 

平成 27 年

３月期 

平成 28 年 

３月期 

平成 25 年 

４月期 

平成 26 年 

４月期 

平成 27 年 

４月期 

 純資産 3,481,796 3,027,577 3,318,758 85,691 88,312 94,724

 総資産 4,477,611 4,984,669 5,450,847 155,008 129,510 138,230

 １株当たり純資産 355.49 円 306.74 円 336.22 円 85,691 円 88,312 円 94,724 円

 売上高 2,421,546 2,388,482 3,866,504 219,162 227,590 257,610

 営業利益 431,832 △192,316 468,485 2,128 3,057 6,843

 経常利益 465,841 △172,523 456,612 2,076 3,037 6,842

 親会社株主に帰属

する当期純利益ま

たは当期純利益 

273.424 △377,518 310,502 1,900 2,621 6,412

 １株当たり当期純

利益 

29.36 円 △40.53円 33.34 円 1,900 円 2,621 円 6,412 円

 １株当たり配当金 10.50 円 0 円 0 円 0円 0円 0 円

流動資産 25,719 千円 流動負債 － 千円 

固定資産 89,050 千円 固定負債 － 千円 

資産合計 114,770 千円 負債合計 － 千円 



６．会社分割後の状況 

 本会社分割による当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金、決算期の変更はありませ

ん。また、純資産及び総資産については、現時点では確定しておりません。 

 

７．会計処理の概要 

本会社分割は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号）等における「取得」に該

当いたします。また、本会社分割に伴いのれんが 85 百万円（概算額）発生し、連結財務諸表及び財

務諸表それぞれにおいて計上される見込みであります。 

 

８．今後の見通し 

 本会社分割が、当社連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

以上 

 

 

 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 28 年５月 10 日公表分）及び前期連結実績  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 29 年３月期） 
3,700 120 110 50 

前期連結実績 

（平成 28 年３月期） 
3,866 468 456 310 

 

 


